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　介護保険制度ができて12年、
介護支援専門員一人一人はこ
んなに頑張っているのに社会
的に認知されたでしょうか。
介護支援専門員受講試験（最
近は超難関）に合格すると長
時間の実務研修を経てケマネ
としてスタートを切ります。

しかし、理論と実際には大きな壁があり、意に反し
てご家族の要望が主となるケアプランになってしま
うことも・・・。高齢だから改善できなくても仕方
がない、悪くならないだけでも儲けものと諦めてい
ませんか。今や特養での介護は認知症ケア・リハビ
リケア・口腔ケア・看取りケアなどの科学的介護
（竹内理論）へ挑戦し、実際におむつゼロの施設が
多く生まれ、胃ろうをはずして普通食を食べる、な

ど絶えず進歩しています。介護職員も科学的介護に
挑戦することで疲弊するだけではない、やりがいの
ある援助ができるようになったのです。ケアマネも
自立支援型のケアプランを作成し、要介護者になっ
てもそれまでに近い在宅生活を継続できたらさすが
にプロ、と実感していただけるのではないでしょう
か。昨年、ケアプラン作成の利用者負担反対の署名
運動を行い、原案は撤回されましたが、これからも
この議論は続くことになるでしょう。「いくらはら
ってもいいからあなたにケアマネをお願いした
い。」と切望されるような専門職になりたいもので
す。ケアプラン様式の見直しやケアマネジメントの
評価・検証の方法、ケアマネの養成・資格のあり方
についてはすでに作業がスタートしています。当協
会では独自に調査研究や行政へ提言など質の向上の
ために日々努力しておりますが、世論に影響を与え
られる職能団体になるには数の力が必至です。一人
でも多くの方にご入会いただき、介護保険制度の未
来のために頑張っていきたいものです。ケアマネが
それぞれの底力を発揮し、要介護者と共に明るく生
きることのできる社会を作っていきましょう。
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「ケアマネ通信やまがた」　年４回発行となります。
　これまで、年３回の発刊をしていた会誌「ケアマネ通信やまがた」を、年４回の発刊に増やします。
実は、その代り、１号のページ数を少なくさせて頂くのですが、これまで以上に、出来る限りタイム
リーな情報発信・協会運営の状況報告に努めて参る所存ですので、ご容赦頂けると幸いです。

事務局が引っ越ししました。電話番号・メールアドレスも

変更しました（詳しくは８ページをご参照ください）。

～会の動き～～会の動き～～会の動き～



日　時：平成24年５月20日㈰　14時～15時
会　場：山形国際交流プラザ　中会議室
　
１．開　　会
５月20日現在、会員数517名
出席者272名（委任状提出者221名含む）定款
30条より総会は成立した。
　
２．会長挨拶
　平成24年度は現在の４疾病５事業から、が
ん、脳卒中、急性心筋梗塞、糖尿病に認知症
を含む精神疾患を加えた５疾病５事業の保健
医療計画が策定された。山形県、医師会で１
千万円の予算で在宅医療推進事業を多職種協
力で包括的に、継続した事業が始まった所で
ある。皆さんで頑張って行きたい。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３．来賓御祝辞
　山形県長寿社会課課長補佐の福田香氏にご
出席頂き、梅津課長のお祝いの言葉を代読頂
いた。
　山形県では「山形長寿安心プラン」を策定
し、H24～26年の３年間の計画では「地域包括
システム」の構築を目指し、中でも医療と介
護の連携を推進していきます。一人一人の尊
厳と安心を守ります。
　
４．議長選出
山形地区支部の戸田久美子氏を選出した。
　
　

５．議事録署名人選出
　村山地区支部、安彦礼子氏、同じく村山地区
支部、児玉直子氏を選出した。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６．議　　事
　第１号議案　平成23年度事業報告の件
　佐藤副会長より設立報告事業、受託事業、
委員会活動、地区支部活動等の説明があり、
議案の提出がなされた。意見、質問等なく、
議案は賛成多数で承認された。

　
　第２号議案　平成23年度決算の件
　一般社団法人となり会計方式が変わった。
それらを含め丁寧な説明、議案の提出が岡嵜
理事よりなされた。その後峯田監事より、監
査報告がなされた。意見、質問等なく、議案
は賛成多数で承認された。

　
　第３号議案　平成24年度事業計画（案）の件
　島崎副会長より、山形県在宅医療推進モデ
ル事業と連携する事、会誌をタイムリーな情
報提供を目指し３回発行から４回発行とする
事、理事及び監事の任期満了に伴う改選があ
る事等の説明がなされ、議案の提出がなされ
た。賛成多数で承認された。

　
　第４号議案　平成24年度予算（案）の件
　岡嵜理事より、県研修受託事業、県相談受
託事業、共益事業と詳しい予算の説明があり
議案が提出された。賛成多数で承認された。

　
　以上、総会は無事閉会した。
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一般社団法人　山形県介護支援専門員協会一般社団法人　山形県介護支援専門員協会

平成24年度　第平成24年度　第１回通常総会回通常総会
一般社団法人　山形県介護支援専門員協会

平成24年度　第１回通常総会

福田　香 氏
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日　時　平成24年５月20日㈰　15時～（総会終了後）

講　師　山田圭子氏（前橋市地域包括支援センター西部　副センター長・主任介護支援専門員）

場　所　山形国際交流プラザ
　
　昨年の研修会でお呼びした先生ですが、リクエストが多かったため再び山形にお越しいただきました。
テーマを『今、介護支援専門員に求められること。～問われ続ける介護支援専門員の在り方を考える』と題
しましてご講演いただきました。先生より“皆さんと共に考えたいこと”として提言がありました。
　冒頭でありながら、今回の研修会における先生の最も強調したい部分と言える内容であるために、あえて
資料よりそのまま抜粋します。

　ここで出てきた検討会において検討される項目
としては、ケアマネジャーをめぐる課題の整理、
「ケアマネジャーの養成カリキュラム、研修体系
のあり方」「ケアマネジャー試験のあり方」「ケ
アマネジャーの資格のあり方」です。これらのこ
とがケアマネジャーでない方々によって検討会が
行われていることにとても違和感を感じるとおっ
しゃっていました。
　さらにこの後、『社会保障審議会介護給付費分
科会審議報告（抄）』や『社会保障審議会介護保

平成24年度　第平成24年度　第１回研修研修会報告報告平成24年度　第１回研修会報告

　介護支援専門員が誕生して13年目にはいりました。制度の見直しや改定において常に課題が

あると言われ続けています。まだまだ歴史が浅いと思ってきましたが、すでに10年経過し介護

支援専門員とは何をする職種なのか、その姿がはっきりと見えてきてもいいのではないかと

思います。介護支援専門員は何をする人なのかと問われたら、明確な回答をしていかなければ

ならないと思っています。

　国は昨年度末までにはケアマネの質向上に関する国レベルの検討会を立ち上げると宣言しま

したが、ホントに年度末ぎりぎり、３月28日に「ケアマネジャーの資質向上と今後のあり方に

関する検討会」を立ち上げました。

　この検討会のメンバーは本当の意味で当事者であるケアマネジャーではありません。専門職と

言われるケアマネジャーのあり方をケアマネジャーでない方々が議論しそれに従うのでいいので

しょうか。目の当たりにする高齢者の生活と制度の乖離を常に感じていながら、このままで高齢

者の尊厳を守ることができるのでしょうか。

　ケアマネジャーとして自らの課題は何か、どうしたら解決できるのか、自らが考え行動する

ことが今必要だと思っています。
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険部会意見書（抄）』が紹介され、改めて我々ケアマネと取り巻く環境、今後の道筋が示されました。その
中でセルフケアプランは今後重要視されるのではないか。ケアプラン作成の利用者１割負担に賛成という人
も多いというお話は大変興味深いものでした。
　介護支援専門員の資質向上と今後のあり方に関する基礎調査からとして日本総研のアンケート結果が紹介
されました。その中で課題として「アセスメントに必要な情報が集まらない」に関しては、基礎資格によっ
ては実務実習だけで現場に出るため、介護過程テキストでアセスメントの過程を学んでこない人がいる、対
人援助技術や、個別援助技術などケアに必要な技術を学ぶ研修は必要であるとのお話でした。また「医師の
協力が得られない」に関しては、医師も昔ほど怖くないと、こちらから近づく努力をいろいろしてみてはと
の事でした。
　日本総研のホームページにこの報告書が載っているそうです。今後この手の報告書は国も参考にするだろ
うから是非ご覧くださいとの事でした。
　また、三菱総研の報告書においても『客観的に語られるケアマネジャーの姿』が浮き彫りにされました。
現場で働いている方には共感できる部分が多々あったのではないでしょうか。
　そして１つ事例を紹介されました。
　この事例はとても興味深いものでした。事例の詳細は割愛しますが、ケアマネの役割は？利用者代行？　
支援？　それとも・・？
　先生曰く、ケアマネには自分で仕事増やしてしまう人が多いそうです。何でも私に言ってね、言ってね、
の人が多いと。そのために本来の仕事に手が回らなくなってしまう・・・。さらに利用者本人ができること
もやってしまう人がいる。
　この事例は、ケアマネの役割は？　自分の仕事は？　ケアとは？様々な事を考えさせられる事例でした。
　最後には大阪市立大学の白澤政和先生編集の『アセスメントとコーディネーション力のマトリックス』が
紹介されました。自分自身を見つめるためにも良いものだと教わりました。研修はこの後会場からの質問に
答えて頂き、終了しました。
「ケアの仕事なんですか？」「検討会（冒頭のケアマネジャーの資質向上と今後のあり方に関する検討会）
でこんなに言われていていいんですか？」
先生が繰り返しおっしゃっていました。そして最後のお言葉はとても印象的です。
「こんなに楽しい仕事はない」
「自分たちのことは自分たちで考えよう」
100名を超えた参加者ひとりひとりがそれぞれに考えさせられる研修会であったと思います。



　
　
と　き　平成24年４月14日㈯　17時～
ところ　山形市総合福祉センター
参加者　折居、島崎、佐藤（裕）、佐藤（貴）、荒木、
　　　　岡嵜、丹野、村山、佐藤（知）
　
協議内容
１．平成23年度事業報告について
２．平成23年度決算について
３．平成24年度事業計画について
　各委員会・地区支部・県からの委託事業・その
他事業計画の検討がなされた。概ね23年度に準じ
た内容。検討事項として、会誌発行を年４回に増
加（１号のページ数は削減）、会員基礎資格の把握
など。

４．平成24年度予算について
５．総会の運営について
６．第１回研修会について
　平成24年５月20日㈰総会時の研修会に、多くの
介護福祉士の参加者を募ることができるよう、非
会員への案内を作成し、配布することになる。

７．山形県在宅医療推進モデル事業について
　当会が参加している山形県在宅医療推進協議会
において平成24年度モデル事業を実施することと
なり、「実践事例報告」「模擬カンファレンス」「福
祉系ケアマネへの医療からの勉強」「他職種シンポ
ジウム」の４事業が事務局長より提案された。当
会としては「模擬カンファレンス」「他職種シンポ
ジウム」などの事業を更に検討の上協議会へ提案
することになる。また、開催にあたっては、全県
域の会場を検討していくことになる。

８．今後の日程
第５回理事会　平成24年４月28日㈯

　
　
　
と　き　平成24年４月28日㈯　16時～
ところ　山形市総合福祉センター
参加者　折居、島崎、佐藤（裕）、星川、山﨑、丹野、
　　　　佐藤（知）、菅原、伊藤（喜）、伊藤（義）、
　　　　伊藤（欣）、藤橋、荒木、岡嵜、小野、佐藤
　　　　（祐）、富樫、村山、吉田、佐藤（貴）、荒井、
　　　　峯田、榎本
　

協議内容
１．総会議案について
⑴第１号議案：平成23年度事業報告　
総会・常務会・理事会・委員会・地区支部・そ
の他について各担当者からの報告あり。
⑵第２号議案：平成23年度決算
　賃借対照表・正味財産増減計算書（内訳
表）・監査報告の説明・報告あり。
⑶第３号議案：平成24年度事業計画
　各委員会から、研修事業３回、第２回は置賜
地区にて開催、相談事例集Vol．２の発刊、年４
回の会誌発刊、役員改選作業、研修受託事業の
予定など提案あり。各地地区支部の総会・研修
会の予定、県からの委託事業の実施について、
その他外部団体と連携予定について提案された。
⑷第４号議案：平成24年度予算
　共益事業・研修受託事業・相談事業の各事業
ごとの予算が提案された。

　
２．平成24年４月１日会員数について
　平成24年４月１日現在501名。
　
３．新規入会者の承認について
　平成24年度（４月27日現在）17名の新規入会者
が承認された。
　
４．第１回研修会について
　介護福祉士会・老施協・老健協などを通じて案
内を配布した。非会員会費1,000円とした。

５．その他
・総会役割分担について（確認）
・平成24年度山形県在宅医療推進モデル事業につ
　いて
　山形県在宅医療推進協議会に「在宅生活を支
える医療と介護の専門職（仮題）」（シンポジ
ウム）を提案した。各専門職が行っている支援
状況を発表して頂き、多職種の連携によって、
在宅生活を支援できるケースでも入院や入所を
すすめている現状の変化を促していくことを目
的とする。
・伝達講習の参加者アンケート報告
　
６．今後の予定
第６回理事会　平成24年７月14日㈯
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常務会・理事会報告
平成24年度　第１回常務会報告

第５回理事会報告



平成24年度　第１回研修会報告
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　研修会等で『県介護支援専門員協会のホーム
ページのケアマネ相談掲示板にアクセスした時
がある人は？』と尋ねると、『知らない』とい
う人が多く残念に思っているところです。現場
からの具体的な質問が多く、長寿社会課からの
回答もあり、とても参考になりますので是非ご
覧下さい。　　　　　（委員長　荒木　昭雄）

サポート委員会

　総会・研修会が無事終了し、当協会内では今
年度の事業が着々と進められております。
　いま、介護支援専門員の資格や試験等につい
て新たな検討が始まりました。日本協会のホー
ムページをご覧ください。介護保険制度を支え
てきたのは私たち介護支援専門員です。この過
渡期にこそ、新たな議論に堂々と意見を述べ、
将来のあるべき姿を模索したいものです。３年
後の改正に向けて、そして将来に向けてのご意
見をお寄せ下さい。　（委員長　島崎みつ子）

総務委員会

　５月20日総会後の研修が山形ビッグウイング
で開催されました。
　講師に前橋市地域包括支援センター西部 副セ
ンター長　主任介護支援専門員の山田圭子氏を
お迎えし『今、介護支援専門員に求められるこ
と』と題しご講演いただきました。
　山田先生には昨年庄内の研修会でもご講演い
ただきましたが、もう一度聞きたいとのリクエ
ストが多かったので、再度山形にお越しいただ
き、参加者も100名を超えました。
　改めて「ケアマネの仕事って？」を考えさせ
られる研修会でした。 （委員会　遠藤　彰則）

研修委員会

　平成24年度介護支援専門員の研修がスタート
します。今年度も協会が専門研修課程Ⅰ．Ⅱ、
更新研修（実務従事者対象）を受託しました。
６月12日から８月23日までの６日間で専門研修
課程Ⅰがスタートしました。また、昨年度に更
新研修（専門研修課程Ⅱ）を受講された方は早
めに介護支援専門員証の更新手続をしてくだ
さい。　　　　　　　 （委員長　村山　正市）

研修受託事業委員会

　今年度も、会員の皆様のご意見をうかがって
いきます。調査・研究のテーマ～「これについ
て意見をまとめてほしい」「こんなことについ
て調査してほしい」～といったご要望でも結構
です。介護支援専門員に関すること、介護保険
制度に関すること、他のサービスや職種に関す
ること、日頃疑問に思っていることなど、会員
の皆様の声をお寄せ下さい。

（委員長　丹野 克子）

調査・研究委員会

　今年度から、「ケアマネ通信やまがた」の
発行を年４回とします。その代り、ページ数
は減らしてしまうのですが。よりタイムリー
な会員への情報発信を目指したいと思いま
す。記事内容・ページ数などあらためて充実
させるよう努めていきたいと思いますので、
皆様からの率直なご意見があれば、是非お寄
せください。　　　  （委員長　佐藤　知生）

広報委員会

　平成24年度年会費について自動振替・自動払
込の手続が終了したところです。ご指定の金融
機関の通帳を今一度ご確認ください。残高不足
等で会費未納となり一度会員資格を失います
と、研修会の案内、様々な情報、会誌等がお手
元に届かなくなってしまいます。当会の運営
は、会員の皆様の会費で成り立っています。日
頃の皆様のご理解とご協力のおかげで会務の運
営が順調に推移しておりますことを感謝申し上
げます。自動引き落とし手続きについて、不明
な点があれば、事務局までご連絡ください。

（委員長　岡嵜千賀子） 

財務委員会
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書籍紹介

　漫画ONE PIECからリーダーシップを解説した１冊です。　
リーダーシップ論やハウツー本はいろいろありますが「オレについて来い」型は今の
時代（20～30世代）なかなか伝わらない。
　今回紹介の本の個人的感想としてはジェネレーションギャップを埋める為の考え方
や対応が登場人物の台詞を通して解説されていますので今度使ってみよう！と思うこ
と満載でした。（但しONE PIECを知っていることが原則）
　また角度を変えて読むと…私たちのケアマネの役割は「オレについて来い」ではな
く「サーバント・リーダーシップ」リーダー（ケアマネ）が各専門職のそれぞれの専
門性を引き出すサーバント（奉仕者）となり、自主性を尊重する。役割分担や状況に
よって誰もがリーダーになりご利用者の潜在能力や希望を引き出すために力を尽くす。
という解釈もでき、気軽に読んでも深く読んでもその人それぞれなり…

「ルフィと白ひげ信頼される人の条件」
発行所：株式会社　アスコム　　　　　　
著　者：安田　雪（関西大学社会学部教授）

相談窓口（ケアマネ110番）より
このコーナーでは、山形県介護支援専門員協会相談窓口に寄せられたご相談と回答などをお伝えします。

　地域包括支援センターから新規で認知症高齢者の困難なケースを紹介されいろんな面で相談対応や側
面支援をしていただけると思い受けましたが、『後は居宅介護支援事業所でやって下さい』と、投げや
りの状態です。
　頭にきて保険者へ相談しましたが、『地域包括支援センターは、包括的、継続的ケアマネジメントの
中でケアマネジャーの支援が業務としてあるので協力要請して当たり前ですので相談して下さい』と言
われました。しかし、地域包括支援センターの職員は知識やネットワークでも劣っているようでどうし
ようもないです。どこが相談の窓口になり、支援が受けられるのでしょうか。 
　
　
　
　地域包括支援センターから居宅介護支援事業所への事例紹介は、地域包括支援センターで困難ケース
として把握して紹介した場合と予防から介護へ移行しての紹介等が考えられますが、ご相談のケースで
は「認知症高齢者の困難ケース」としていることから前者と推察いたします。
　ご指摘のとおり、地域包括支援センターでは担当ケアマネの側面的な支援のために課題解決に向けて
助言などの支援を行うこととなっています。また、地域包括支援センターの運営方法等についての指導
機関は市町村担当課になります。
　地域包括支援センターへの相談時に十分な対応を受けられなかったとのことですが、どのような支援
が受けられると想定していたのでしょうか。もしかしたら支援をしてほしいことと、支援できることの
差が生じているのかもしれません。
　例えば、認知症での支援困難事例と感じるケースには、コミュニケーション障害や多問題家族など
様々あると思われます。まず、相談する場合の事前準備として、実際のADLはどうなっているのか、認
知症の症状で困っていることは何なのか、家族の協力は得られないのかなど、アセスメント標準項目に
基づいてきちんと課題分析をおこない、地域包括支援センターとの情報共有が的確にできるようにしま
しょう。
　まずは、冷静になり多職種が相互に連携を持ってチームアプローチができるように努力していきましょう。

質　問

回　答

地域包括のケアマネ支援
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　コーヒータイムのコーナーにびっくりタイムの登
場です。近くのスーパーで毎日夕方４時と５時半の
２回びっくりタイムサービスという特売時間があり
ます。カランカランと鐘を振り「ご来店の皆さま当
店名物びっくりタイムサービスの時間です」と店内
放送が流れます。もやし10円、納豆３個50円、豆腐
２丁50円、うどん３個50円、きゅうり３本50円の他、
こんにゃく、そば、野菜、きのこ、かまぼこなど100
円を超えるものはありません。賞味期限間際の品か
と思いきや、蔵出し直後の鮮度のよいものばかりで
す。ただ数が限られており20～30個限定ということ
で遅れると買えません。鐘が鳴りだすと素早く指定
の売り場へと駆け寄り、身を乗り出して商品を手に
します。比較的店の空いている時間帯で、大混乱に
なることはないもののカートを押して移動する騒音
の凄まじさ。毎日その時間を狙って買い物をする客
がいます。専業主婦らしき若い女性と元気高齢者の
女性や男性です。後者の多いのが目立ちます。日ご
ろ要介護高齢者と接することの多い私どもケアマネ
ですが、こんなに多くの元気な高齢者パワーに接す
ると圧倒されそうになります。介護保険料や住民税
など年金から天引きされ、手取額が目減りし高齢者
の生活は圧迫されております。これに消費税アップ
にでもなればますます大変。少しでも安く美味しい

ものを求めるのは必然でしょう。国は公費負担を抑
えるため、元気な高齢者を増やす対策に力を入れて
おります。びっくりタイムサービスのようなアイデ
アがそれに繋がる一助になれば良いがと思う反面、
転倒骨折等にならなければよいがとの老婆心を持ち
ながら、この時間に出かける私です。　  （八重桜）
　
　
　
　庭に大きな泰山木があります。２階の屋根より高
くて、長い間花が咲いたことはなかったのですが、
昨年、初めて花が咲きました。真っ白で大輪の綺麗
な花です。今年もつぼみを見つけました。早く又あ
の真っ白で大輪の花が見たいものです。　　　  N.W
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ケアマネ通信　やまがた　No. ４

３月16日㈮　全国介護保険・介護報酬担当者会議
　　　　　　（佐藤副会長、高木・山崎理事出席）
３月23日㈮　山形県認知症施策推進会議
　　　　　　（丹野理事出席）
５月12日㈯　社団法人山形県接骨師会第55回通常
　　　　　　総会懇親会（佐藤知生理事出席）

６月２日㈯　平成24年度山形県地域包括・在宅介
　　　　　　護支援センター協議会総会（佐藤貴
　　　　　　司理事出席）　
６月６日㈬　第２回認知症疾患医療連携協議会
　　　　　　（佐藤副会長出席）
６月17日㈰　日本介護支援専門員協会第４回社員
　　　　　　総会（佐藤知生理事出席）

～会の動き～～会の動き～～会の動き～～会の動き～～会の動き～～会の動き～～会の動き～

○事務局の電話番号・メールアドレスが変更になりました。
　新電話番号　　023－615－6530　　　新メールアドレス　　yacm@pony.ocn.ne.jp
　事務室も、同じ３階ですが移動いたしました。これまでより広くなり３団体それぞれが事務局員を置くこ
とになりました。
　　一般社団法人山形県介護支援専門員協会　　榎本（023－615－6530）
　　一般社団法人山形県社会福祉士会　　　　　宮部（023－615－6565）
　　一般社団法人山形県介護福祉士会　　　　　細谷（023－687－1516）
　
○３月に開催した伝達研修会で使用した「平成24年４月版介護報酬改定資料集」について、欠席者分の残部
　がありますので必要な方は事務局へご連絡ください。
　　残部４部　　価格　3,465円／部（送料は別途）

【事務局からのお知らせ】
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